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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業機の旋回フレーム上の建屋に取付けられるコントローラ取付け用のハウジングと、
前記ハウジングに取付けられたコントローラを覆うカバーとを備え、
　前記ハウジングは、縦板部と、この縦板部の両側に設けられた側板部と、前記縦板部お
よび側板部の上端に設けられた天板部と、前記天板部の下側であって、前記縦板部および
前記側板部の各内面に３辺を溶接して設けられた矩形の庇板とを備えた片面開口構造を有
し、
　前記庇板は、前記天板部との間に一定の間隔を持たせ、かつ前記ハウジングの開口側の
端辺が前記ハウジングに収容されるコントローラの前記開口側の面より突出させて設けら
れ、
　前記カバーは、前記ハウジング内に収容されるコントローラの前記開口側の面に対面す
る縦板部と、前記ハウジングの両側板部にそれぞれ外側から重ねて固定具により固定され
る側板部と、この側板部および前記縦板部の上端に設けられ、前記庇板に載置して固定具
により固定される上板部とを備えたことを特徴とするコントローラの収容装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のコントローラの収容装置において、
　前記ハウジングの下方に位置する箇所に、前記建屋に取付けられた搭載部品取付用のブ
ラケットを備え、
　前記カバーの縦板部は、前記ブラケットを覆うように下方に延出させた延出板部を備え
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、
　前記ブラケットと前記延出板部との間の隙間を、弾性材により閉塞したことを特徴とす
るコントローラの収容装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のコントローラの収容装置において、
　前記ハウジングの一方の側板部における、前記天板部と前記カバーの前記上板部との間
の部分を、前記建屋を構成する縦枠に固定具により固定する構造を有し、
　前記天板部に、前記固定具を操作する工具の操作部を挿入する切欠きを設けたことを特
徴とするコントローラの収容装置。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか1項に記載のコントローラの収容装置において、
　前記コントローラは、前記ハウジングの前記縦板部側に配置される防水型のエンジンコ
ントローラと、このエンジンコントローラの前記開口側の面に配置されるメインコントロ
ーラとからなり、
　前記エンジンコントローラは、このエンジンコントローラの両側部が、前記ハウジング
における前記縦板部と前記側板部との間のコーナー部からそれぞれ離間させて取付けられ
、
　前記庇板の前記コーナー部に対向する箇所に、前記庇板上に溜まる水を流下させる開口
部を設けたことを特徴とするコントローラの収容装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油圧ショベル等の作業機において、エンジンや油圧装置等を制御するコント
ローラの収容装置に係わり、より詳しくは、特に作業機の上部旋回体上に設けられる建屋
に取付けられるボックス状の収容装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　油圧ショベル等の作業機は、下部走行体上に旋回装置を介して旋回フレームを設置し、
旋回フレーム上にエンジン、油圧ポンプ等により構成される油圧パワーユニットや運転室
を搭載し、旋回フレームに取付けられた作業用アームにバケット等の作業具を取付けて構
成される（特許文献1参照）。このような作業機においては、エンジンや油圧ポンプ等の
油圧装置を制御するコントローラを備えている。このようなコントローラは、エンジンコ
ントローラとメインコントローラとにより構成される。エンジンコントローラはＥＣＭ（
Engine　Control　Module）と称され、エンジンを制御するものである。メインコントロ
ーラはＭＣ（Main　Controller）と称され、エンジンおよび油圧装置を制御するものであ
る。
【０００３】
　ＥＣＭはエンジン性能の向上、燃費の向上、排気ガスのクリーン化を目的として、各セ
ンサによりエンジンの稼動状況を検出し、この検出信号およびＭＣからの信号により、燃
料噴射制御や、冷却水温度によりグロープラグの通電時間を制御してエンジンの始動性を
良くするエンジン始動制御や、エンジン回転速度と燃料流量、冷却水温度、大気圧および
吸気温度からＥＧＲ（Exhaust Gas Recirculation）ガス量を決定するＥＧＲ制御や、大
気圧センサの信号に応じて燃料噴射量を補正する燃料噴射量補正制御等を行なうものであ
る。
【０００４】
　ＭＣは、エンジンコントロールダイヤルの回転位置に従い、ＥＣＭに信号を送信してエ
ンジン回転速度を制御したり、馬力が必要な時にエンジンコントロールダイヤルのセット
回転速度より少し上げて馬力を増やすＨＰモード制御を行なったり、油圧ポンプ制御やバ
ルブ制御等を行なうものである。
【０００５】
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　このような作業機において、一般的にはＥＣＭについては旋回フレーム上に設置されて
油圧パワーユニット等を覆う建屋に設置し、ＭＣについては運転室内に設置している。し
かしながら、上部旋回体の旋回に要するスペースを狭くする要望から、上部旋回体を小旋
回型に構成する場合には、運転室のスペースが限られ、運転室内にＭＣを設置することが
できず、建屋内にＥＣＭとＭＣとを共に収容することが行なわれる。
【０００６】
　図９、図１０はそれぞれ従来のコントローラの収容装置を斜め上方、斜め下方から見た
斜視図、図１１は従来のコントローラの取付け状態を示す背面図、図１２（Ａ）、（Ｂ）
はそれぞれ従来のコントローラの収容装置を構成するハウジングとカバーを示す平面図、
図１３は図１１のＦ－Ｆ断面図である。これらの図において、１２は作業機の上部旋回体
の建屋を構成する縦枠であり、この縦枠１２にコントローラ収容装置のハウジング６Ｘを
取付ける取付け板部１２ａを有する。７Ｘはこのハウジング６Ｘに取付けられてＥＣＭ１
４およびＭＣ４５（図１３参照）を覆うカバーである。
【０００７】
　図１２（Ａ）に示すように、ハウジング６Ｘは、縦板部６ａと、その両側に設けられた
側板部６ｂ，６ｃと、天板部６ｄとを有し、図９、図１１、図１３に示すように、一方の
側板部６ｂを、縦枠１２の取付け板部１２ａに設けたナット１３に螺合するボルト１９に
より取付ける。また、ハウジング６Ｘの他方の側板部６ｃに溶接した縦枠８の下端を上部
旋回体の旋回フレーム（図示せず）に固定することにより、ハウジング６Ｘを支持する。
図１３に示すように、ＥＣＭ１４とＭＣ４５とは重ねてハウジング６Ｘの縦板部６ａに取
付ける。
【０００８】
　図１２（Ｂ）に示すように、カバー７Ｘは、縦板部７ｈと、その両側に一体に設けた側
板部７ｉ，７ｊと、縦板部７ｈおよび側板部７ｉ，７ｊの上端に一体に設けた上板部７ｋ
と、底板部７ｍとを有する。上板部７ｋの開口側先端には止水用の立上片７ｎを設け、底
板部７ｍにはＥＣＭ１４やＭＣ４５に接続されるケーブル５１（図１０参照）を通すため
の切欠き７ｐを設けている。
【０００９】
　このカバー７ＸでＥＣＭ１４やＭＣ４５を覆ってハウジング６Ｘに固定するため、図９
、図１０に示すように、ハウジング６Ｘ内にカバー７Ｘを嵌め、ハウジング６Ｘの側板部
６ｂに設けたブラケット２３のねじ孔２３ａ（図１２（Ａ）参照）に螺合するボルト３１
により、カバー７の縦板部７ｈをハウジング６Ｘの一方の側板部６ｂに固定する。また、
側板部７ｊをハウジング６Ｘの他方の側板部６ｃにボルト３４により固定する。
【００１０】
　ハウジング６Ｘの天板部６ｄには、建屋におけるハウジング６Ｘ設置部分の補強枠取付
け用ボルト(図示せず)を挿通する貫通孔１７を設けると共に、天板部６ｄの下面にこの貫
通孔１７にねじ孔が連通するナット１８を溶接する。図１１に示すように、ハウジング６
の天板部６ｄとカバー７Ｘの上板部７ｋとの間に、ボルト１９を回動させるための作業空
間としての隙間ｇ１を形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００９－１２１２４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、この従来構造によると、ハウジング６Ｘの天板部６ｄとカバー７Ｘの上
板部７ｋとの間から雨水等の水が入り、この水が上板部７ｋとハウジング６Ｘの縦板部６
ａとの間の隙間ｇ２（図１３参照）からカバー７Ｘ内に入り、ＭＣ４５の電極等に付着し
て電蝕を起こし、ＭＣ４５の機能を低下または停止させ、エンジンの回転数が上がらない
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とか、エラーコードが点灯する等の不具合が発生する恐れがあった。また、ＥＣＭ１４と
ＭＣ４５とがＣＡＮ（車載ネットワーク）で接続されているため、これらの不具合により
、作業機全体の作業、動作に支障をきたす恐れがあった。
【００１３】
　また、このコントローラの収容装置の下方には、図９～図１１に示すように、エアーク
リーナー(図示せず)等の上部旋回体搭載部品を取付けるブラケット４０を備えているが、
前記隙間ｇ２から流下した雨水等がこのブラケット４０で跳ね上がり、ＭＣ４５に付着し
て前記電蝕とこれに伴う前記不具合を起こす恐れがあった。このような不具合は、水の浸
入のみでなく、前記隙間ｇ２やカバー７Ｘの下面の切欠き７ｐからの塵埃の侵入によって
も助長される。
【００１４】
　本発明は、上記問題点に鑑み、コントローラを収容するスペース内への水や塵埃の侵入
を防止することができ、コントローラの電蝕等が防止されて故障を防止することが可能と
なる構成のコントローラの収容装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　請求項１のコントローラの収容装置は、作業機の旋回フレーム上の建屋に取付けられる
コントローラ取付け用のハウジングと、前記ハウジングに取付けられたコントローラを覆
うカバーとを備え、
　前記ハウジングは、縦板部と、この縦板部の両側に設けられた側板部と、前記縦板部お
よび側板部の上端に設けられた天板部と、前記天板部の下側であって、前記縦板部および
前記側板部の各内面に３辺を溶接して設けられた矩形の庇板とを備えた片面開口構造を有
し、
　前記庇板は、前記天板部との間に一定の間隔を持たせ、かつ前記ハウジングの開口側の
端辺が前記ハウジングに収容されるコントローラの前記開口側の面より突出させて設けら
れ、
　前記カバーは、前記ハウジング内に収容されるコントローラの前記開口側の面に対面す
る縦板部と、前記ハウジングの両側板部にそれぞれ外側から重ねて固定具により固定され
る側板部と、この側板部および前記縦板部の上端に設けられ、前記庇板に載置して固定具
により固定される上板部とを備えたことを特徴とする。
【００１６】
　請求項２のコントローラの収容装置は、請求項１に記載のコントローラの収容装置にお
いて、
　前記ハウジングの下方に位置する箇所に、前記建屋に取付けられた搭載部品取付用のブ
ラケットを備え、
　前記カバーの縦板部は、前記ブラケットを覆うように下方に延出させた延出板部を備え
、
　前記ブラケットと前記延出板部との間の隙間を、弾性材により閉塞したことを特徴とす
る。
【００１７】
　請求項３のコントローラの収容装置は、請求項１または２に記載のコントローラの収容
装置において、
　前記ハウジングの一方の側板部における、前記天板部と前記カバーの前記上板部との間
の部分を、前記建屋を構成する縦枠に固定具により固定する構造を有し、
　前記天板部に、前記固定具を操作する工具の操作部を挿入する切欠きを設けたことを特
徴とする。
【００１８】
　請求項４のコントローラの収容装置は、請求項１から３までのいずれか１項に記載のコ
ントローラの収容装置において、
　前記コントローラは、前記ハウジングの前記縦板部側に配置される防水型のエンジンコ
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ントローラと、このエンジンコントローラの前記開口側の面に配置されるメインコントロ
ーラとからなり、
　前記エンジンコントローラは、このエンジンコントローラの両側部が、前記ハウジング
における前記縦板部と前記側板部との間のコーナー部からそれぞれ離間させて取付けられ
、
　前記庇板の前記コーナー部に対向する箇所に、前記庇板上に溜まる水を流下させる開口
部を設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１の発明によれば、ハウジングの天板部の下方に、３辺を縦板部と両側板部の各
内面に溶接して庇板を設け、この庇板の下にコントローラを収容する構造としてコントロ
ーラの上面全体をハウジングの庇板で覆い、この庇板をカバーの上板部で覆うと共に、ハ
ウジングの側板部をカバーの側板部で覆ったので、庇板により、雨水等の水の跳ね返りに
よるコントローラ収容スペースへの雨水の浸入や塵埃の侵入が防止される。このため、コ
ントローラ内部の電極の電蝕が防止され、コントローラの機能の低下や停止を防止するこ
とができる。
【００２０】
　請求項２の発明によれば、カバーの縦板部は、搭載部品取付け用のブラケットを覆うよ
うに下方に延出させた延出板部を備え、ブラケットと延出板部との間を弾性材により閉塞
したので、雨水等の水や塵埃がカバーの下側から侵入することが防止される。
【００２１】
　請求項３の発明によれば、ハウジングの天板部に、ハウジングの側板部を建屋に固定す
る固定具操作用工具の操作スペース形成用の切欠きを設けたので、工具操作スペース形成
のために天板部と庇板との間の間隔を大きくする必要がなく、ハウジングを小型に構成す
ることができる。
【００２２】
　請求項４の発明によれば、ハウジングのコーナー部において、ハウジングと庇板との間
に庇板上の水を流下させる開口部を設けたので、庇板における雨水の溜まりを防止するこ
とができる。また、ハウジングとカバーとの間に収容されるコントローラは、防水型エン
ジンコントローラをハウジング側に配置すると共に、このエンジンコントローラはコーナ
ー部から離間させたので、開口部から流下する雨水がメインコントローラに掛かることが
ない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明のコントローラの収容装置の一実施の形態を示す作業機の上部旋回体の斜
視図である。
【図２】本実施の形態のコントローラの収容装置を斜め上方から見た斜視図である。
【図３】本実施の形態のコントローラの収容装置を斜め下方から見た斜視図である。
【図４】（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ本実施の形態のコントローラの収容装置を構成するハ
ウジングとカバーを示す斜視図である。
【図５】本実施の形態において、ハウジングにコントローラを取付けた状態を示す背面図
である。
【図６】図５のＥ－Ｅ断面図である。
【図７】本実施の形態において、ハウジングと搭載部品取付け用ブラケットとの間に閉塞
材を設ける前の状態を下方から見た斜視図である。
【図８】本実施の形態において、ハウジングにカバーを取付けた状態を示す断面図である
。
【図９】従来のコントローラの収容装置を斜め上方から見た斜視図である。
【図１０】従来のコントローラの収容装置を斜め下方から見た斜視図である。
【図１１】従来のコントローラの収容装置を示す背面図である。
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【図１２】（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ本実施の形態のコントローラの収容装置を構成する
ハウジングとカバーを示す斜視図である。
【図１３】図１のＦ－Ｆ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は本発明のコントローラの収容装置の一実施の形態を示す作業機の上部旋回体の斜
視図である。１は作業機の下部走行体（図示せず）上に旋回可能に取付けられた旋回フレ
ームである。旋回フレーム１上には建屋２が設置される。この建屋２は、エンジン、油圧
ポンプおよびラジエータを含む熱交換器（いずれも図示せず）等からなる油圧パワーユニ
ット等を覆うものである。３は旋回フレーム１の前部に設置した運転室である。旋回フレ
ーム１には、多関節構造や伸縮アーム等の作業用アームの先端にバケット等作業具を取付
けた作業装置（図示せず）が取付けられる。
【００２５】
　５はコントローラの収容装置であり、６はそのハウジング、７はカバー、８はハウジン
グ６の側面に溶接された縦枠であり、この縦枠８の下端は旋回フレーム１にボルト９によ
って固定される。この縦枠８は、旋回フレーム１上の後部に搭載される油圧パワーユニッ
ト構成部品を覆うカバー１０との間を塞ぐ側面カバー（図示せず）の前部を取付けるもの
である。１１はハウジング６と後部の建屋構成部材との間に架設する補強枠である。
【００２６】
　図２、図３は本実施の形態のコントローラの収容装置５をそれぞれ斜め上方、斜め下方
から見た斜視図である。図４（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ本実施の形態のコントローラの収
容装置５を構成するハウジング６とカバー７を示す斜視図、図５はコントローラの取付け
状態を示す背面図、図６は図５のＥ－Ｅ断面図である。図２、図３、図５において、１２
は建屋２の構成部材として設けられた縦枠であり、ラジエータ（図示せず）を取付けるも
のである。この縦枠１２にはハウジング６を取付けるための取付け板部１２ａを有する。
１３はこの取付け板部１２ａにハウジング６を取付けるために溶接したナットである。
【００２７】
　図４（Ａ）に示すように、ハウジング６は、縦板部６ａと、その両側に一体に設けられ
た側板部６ｂ，６ｃと、縦板部６ａおよび側板部６ｂ，６ｃの上端に一体に設けられた天
板部６ｄとを備えた片面開口構造を有する。縦板部６ａにはＥＣＭ１４（図６参照）を取
付けるための貫通孔１５を設けると共に、この縦板部６ａの外面には貫通孔１５にねじ孔
を連通させてナット１６（図６参照）を溶接する。
【００２８】
　ハウジング６の一方の側板部６ｂの上部、下部には、それぞれ取付け板部１２ａのナッ
ト１３に螺合して取付けるボルト１９（図２、図５参照）を挿通する貫通孔２０と切欠き
２１を設ける。また、天板部６ｄの取付け板部１２ａ側には、ボルト１９を回動させる工
具５２の操作部５２ａ(図５参照)の操作スペースを形成する切欠き２２を設ける。また、
この側板部６ｂの下部には、カバー７の下部を固定するためのねじ孔２３ａ付きのブラケ
ット２３を溶接する。他方の側板部６ｃには、カバー７を取付けるための貫通孔２４を設
けると共に、この側板部６ｃの内面に、貫通孔２４にねじ孔が連通するナット２５を溶接
する。
【００２９】
　６ｅは本発明によりハウジング６に設けられた庇板であり、この庇板６ｅは矩形をなし
、その３辺を縦板部６ａおよび両側板部６ｂ，６ｃの各内面に３辺を溶接して取付けられ
る。この庇板６ｅは天板部６ｄの下方に天板部６ｄと一定の間隔Ｇを持たせ、これにより
、貫通孔２０に挿通するボルト１９を着脱するための作業空間を形成する。この庇板６ｅ
にはカバー７を固定するための貫通孔２６を設けると共に、庇板６ｅの下面にはこの貫通
孔２６にねじ孔が連通するナット２７を溶接する。
【００３０】
　図４（Ｂ）に示すように、カバー７は、縦板部７ａと、その両側に一体に設けた側板部
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７ｂ，７ｃと、縦板部７ａおよび側板部７ｂ，７ｃの上端に一体に設けた上板部７ｄとを
有する。カバー７の側板部７ｂ，７ｃはハウジング６の側板部６ｂ，６ｃの外面に当て、
上板部７ｄはハウジング６の庇板６ｅの上面に載せてカバー７をハウジング６に組合わせ
る構造を有する。
【００３１】
　このような組合わせ構造でカバー７をハウジング６に固定するため、カバー７の縦板部
７ａにはハウジング６に設けたブラケット２３のねじ孔２３ａに対応する位置に、ボルト
３１（図２、図３、図７参照）を挿通するための貫通孔３２を設ける。また、側板部７ｃ
には、ハウジング６の側板部６ｃに設けた貫通孔２４に対応する位置に、ボルト３４（図
２、図３、図７参照）を挿通するための貫通孔３５を設ける。また、上板部７ｄには、ハ
ウジング６の庇板６ｅに設けた貫通孔２６に対応する位置に、ボルト３７（図２参照）を
挿通するための貫通孔３８を設ける。
【００３２】
　図３、図５、図７に示すように、ハウジング６を取付ける縦枠１２の取付け板部１２ａ
の下部に、エアクリーナー等の旋回フレーム１上の搭載部品(図示せず)を取付けるための
ブラケット４０を取付ける。このブラケット４０を覆うため、図２、図３、図４（Ｂ）、
図７に示すように、縦板部７ａの下部の片側を下方に延出させ、この延出板部７ｅには、
この延出板部７ｅとブラケット４０との間の隙間４１（図７参照）を塞ぐための発泡樹脂
あるいはゴム等のような変形可能な弾性材４２を接着する。図３、図４、図７に示すよう
に、カバー７の下部の延出板部７ｅを有しない片側部分は、カバー７の底面を塞ぐため、
縦板部７ａと側板部７ｃと一体に底板部７ｆを設ける。
【００３３】
　図６において、ＥＣＭ１４はハウジング６の縦板部６ａ側に配置される防水型のエンジ
ンコントローラであり、４５はこのＥＣＭ１４のハウジング６の開口面側に配置されるメ
インコントローラである。４４はこのＥＣＭ１４をハウジング６に取付けるためにボルト
４３によりＥＣＭ１４に取付けた取付け板である。この取付け板４４にはハウジング６に
取付けるためのフランジ４４ａと、ＭＣ４５を取付けるためのフランジ４４ｂを有する。
【００３４】
　このＥＣＭ１４のハウジング６への取付けは、ボルト４６をフランジ４４ａに設けた貫
通孔やハウジング６の縦板部６ａに設けた貫通孔１５に通してナット１６に螺合し締結す
ることにより行なう。また、ＭＣ４５のＥＣＭ１４への取付けは、このＭＣ４５に一体に
設けた取付け板４５ａやフランジ４４ｂに設けた貫通孔に挿通するボルト４７（図５参照
）を、フランジ４４ｂに溶接したナット４８に螺合し締結することにより行なう。
【００３５】
　このようにＥＣＭ１４およびＭＣ４５を並べて取付けた状態においては、図８に示すよ
うに、庇板６ｅは、ＭＣ４５の背面４５ｂ、すなわちハウジング６の開口側の面より後方
に幅Ｗだけ突出するように構成される。この幅Ｗは好ましくは５～２０ｍｍ程度に設定す
る。
【００３６】
　図６、図８に示すように、ＥＣＭ１４は、ハウジング６の両側板部６ｂ，６ｃ間の幅よ
り狭幅であり、ハウジング６における縦板部６ａと側板部６ｂ，６ｃとの間の各コーナー
部６ｆ，６ｆと、ＥＣＭ１４の側面との間は離間している。また、庇板６ｅにおけるコー
ナー部６ｆに対向する箇所に、庇板６ｅ上に溜まる雨水を流下させる小さな開口部５３を
設ける。
【００３７】
　本実施の形態のコントローラの収容装置５は、図５、図８に示すようにＥＣＭ１４、Ｍ
Ｃ４５を庇板６ｅの下に収容して取付けたハウジング６を、建屋を構成する縦枠１２の取
付け板１２ａにボルト１９により取付け、このＥＣＭ１４、ＭＣ４５を取付けたハウジン
グ６に、図２、図３に示すように、予め弾性材４２を取付けたカバー７を被せてボルト３
１，３４，３７により固定し、延出板部７ｅとブラケット４０との隙間４１を弾性材４２
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【００３８】
　このように、本実施の形態のコントローラの収容装置５は、ハウジング６の天板部６ｄ
の下部に庇板６ｅを設け、その下にＥＣＭ１４、ＭＣ４５からなるコントローラを収容す
る構造とし、コントローラの上面全体をハウジング６の庇板６ｅで覆うと共に、ハウジン
グ６の側板部６ｂ，６ｂをそれぞれカバー７の側板部７ｂ，７ｃで覆い、庇板６ｅをカバ
ー７の上板部７ｄで覆ったので、カバー７の上板部７ｄにおける雨水等の水の跳ね返りに
よるハウジング６とカバー７との間のコントローラ収容スペースへの雨水の浸入や塵埃の
侵入が防止される。このため、ＭＣ４５が非防水型に構成されていても、その内部の電極
の電蝕が防止され、コントローラの機能の低下や停止を防止することができる。
【００３９】
　また本実施の形態のカバー７は、搭載部品取付け用のブラケット４０を覆うように下方
に延出させた延出板部７ｅを備え、ブラケット４０と延出板部７ｅとの間の隙間を弾性材
４２により閉塞したので、雨水等がブラケット４０で跳ね返ってＭＣ４５に掛かることが
防止される。また、塵埃が下方からコントローラ収容スペースに侵入することも防止する
ことが可能となり、下方から侵入する水や塵埃による機能不全の発生を防止することがで
きる。
【００４０】
　また本実施の形態においては、ハウジング６の天板部６ｄに、ハウジング６の固定具で
あるボルト１９を回動させる工具５２の操作部５２ａの操作スペースを形成する切欠き２
２を設けたので、工具操作スペース形成のために天板部６ｄと庇板６ｅとの間の間隔を大
きくする必要がなく、ハウジング６を小型に構成することができる。
【００４１】
　また本実施の形態においては、庇板６ｅとコーナー部６ｆとの間に庇板６ｅ上の水を流
下させる開口部５３を設けたので、庇板６ｅにおける雨水の溜まりを防止することができ
る。また、ハウジング６とカバー７との間に収容されるコントローラは、防水型ＥＣＭ１
４をハウジング６側に配置すると共に、このＥＣＭ１４はコーナー部６ｆから離間させた
ので、開口部５３から流下する雨水がＭＣ４５に掛かることがない。
【００４２】
　以上本発明を実施の形態により説明したが、本発明は、ハウジング６とカバー７内にＥ
ＣＭ１４やＭＣ４５以外に他の機器を付加して収容する場合や、ＭＣ４５のみを収容する
場合にも適用できる。また、ハウジング６やカバー７の具体的な構造については、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において、種々の変更、付加を行なうことができる。
【符号の説明】
【００４３】
１：旋回フレーム、２：建屋、３：運転室、５：コントローラ収容装置、６：ハウジング
、６ａ：縦板部、６ｂ，６ｃ：側板部、６ｄ：天板部、６ｅ：庇板、６ｆ：コーナー部、
７：カバー、７ａ：縦板部、７ｂ，７ｃ：側板部、７ｄ：上板部、７ｅ：延出板部、７ｆ
：底板部、８：縦枠、１１：補強枠、１２：縦枠、１２ａ：ハウジング取付け板部、１３
：ナット、１４：エンジンコントローラ（ＥＣＭ）、１６：ナット、１８：ナット、１９
：ボルト、２２：切欠き、２３：ブラケット、２５：ナット、２７：ナット、３１，３４
，３７：ボルト、４０：ブラケット、４２：弾性材、４３：ボルト、４４：取付け板，４
４ａ，４４ｂ：フランジ、４５：メインコントローラ（ＭＣ）、４６，４７：ボルト、４
８：ナット、５２：工具、５２ａ：操作部、５３：開口部
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